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革新的かつ強化されたテクノロジーにより、オーディオは新しい時代に
突入しています。急速に進化するオーディオ市場の状況について
知っておくべきことをまとめました。

約10年後、研究者や歴史家は現在のオーディオ市場をイノベーションの黄金時代と振り返るかもしれ

ません。オーディオ技術の進歩はこれまでになく多くの異なる分野で迅速に進みました。洗練された

デジタル技術は、家庭やビジネス、クルマ、その他数えきれない場所へのエンターテイメント、情報、

通信、システム制御サービスを可能にしています。

革新的なオーディオ・テクノロジーは、スピーカーが付くコンピューター、テレビ、モバイル機器、自動

車用サウンドシステム、ヘッドセット、会議システム、とあらゆるところに搭載され、10年前なら夢の

ようだった高い音質レベルに達しています。テキサスインスツルメンツ（TI）から新世代の半導体の登

場に伴い、設計者は自由に想像力を膨らませ、以前なら人々や企業が考えもしなかったあらゆるニー

ズに応えるオーディオ製品を開発することができます。

プレミアム・オーディオの進化

何十年もの間、オーディオマニアはオーディオ・メーカーへの

高いパフォーマンス要求に拍車をかけてきました。今日、急速

に増加したオーディオ愛好家も変わらず、コンサートホールや

映画館での体験と同等またはそれを超えるプロ・オーディオの

音質を要求しています。愛好者にとって、全高調波歪みとノイ

ズ（THD + N）が重要なベンチマークです。非常に低いTHD 

+ Nレベルが、オリジナルの音源と聴き分けがつかないほど

の音質を作るオーディオ・アンプを可能にしています。

サウンド品質が向上するにつれ、オーディオはますます没入

型（immersive）になっています。新しいオーディオ形式は音

場を3次元に拡張し、立体感を与える天井スピーカーを使用し

ます。没入型オーディオにはスピーカーに依存しないというメ

リットもあり、同一のミックスをさまざまな種類のサウンド・シ

ステムでの再生に適応できます。

それと同時に、オーディオ・コンシューマはモバイル化が進

み、有線ヘッドフォンは間もなく過去のテクノロジーになるで

しょう。新しいコーデックと関連テクノロジーを使って、ワイ

ヤレス・オーディオは新世代ワイヤレス・ヘッドフォン/イヤフォ

ン上で従来以上の優れたサウンドを提供します。ワイヤレス・

リスニングへのトレンドをさらに加速する動きとして、多くのス

マートフォン/タブレット・メーカーでは、機器スペースの節約

のために、従来の3.5mmヘッドフォン・ジャックを搭載しない

ようになっています。
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進展する車載用オーディオ

現在、ドライバーは、エンターテインメント用およびナビゲー

ション/情報 /安全/その他重要な作業向けに設計された

システム用の両方について、車内でも家庭と同じ品質のオー

ディオを求めています。重要なことですが、交通渋滞や長時

間通勤により、車内で過ごす時間はこれまで以上に増えてい

ます。情報サービス、通信サービス、連携作業サービス、そ

の他重要な接続サービスの提供により、高度なオーディオ・

システムは、ドライバーと同乗者に欠かせない生産性ツール

になっています。

マルチ・スピーカー・アレイを組み込む車載用プレミアム・オー

ディオ・システムは、家庭用のハイエンド設備と同等以上の

優れたサウンド環境の提供を目標としています。現在、新車

の中には、車室全体の19か所にスピーカーを34個設置したも

のもあります。

車載用オーディオ・テクノロジーでは、データ・コンバータ・テ

クノロジーとD級アンプの組み合わせによるワンチップ・シス

テムへの統合が現在進んでいます。TIのバーブラウン（Burr-

Brown™）オーディオ・アンプはクリアなサウンドを提供しな

がら、要求の厳しいシステム要件を満たすことができます。

ヘッド・ユニットでは、センター・チャネル・スピーカー、クラ

スタ・チャイム・スピーカー、警告トーン・スピーカーなどのさ

まざまな新機能に対応する多チャネル化がトレンドです。車

室全体に設置されたマルチ・マイクロフォン入力や、マイクロ

フォン・アレイを用いたオーディオ・ビームフォーミングにより、

ドライバーや同乗者は対話型サービスをより明瞭に効率よく

利用できます。

オーディオ・メーカーでは、従来の乗用車やトラックとは車内

音響効果が大きく異なる、電気自動車への設置を目的とした

システムの開発も始めています。電気自動車では軽量化が

極めて重要になります。さらに電気エンジンはガソリン・エ

ンジンやディーゼル・エンジンよりもずっと静かです。したがっ

て、車内環境が静粛である分、交通や風雨による外部ノイズ

が余計に気になりやすくなります。

この件に関して、自動車メーカーは、電気自動車と従来型自

動車の両方で、振動あるいは他の種類の邪魔な音を計測し、

車両スピーカーを通じて相殺する信号を送り込むノイズ・キャ

ンセル・テクノロジーを開発して対応しています。その結果、

より快適でプレミアムなドライビング体験が得られます。

走行する電気自動車が増加している中で、細いスピーカー・ワ

イヤによってコスト削減と軽量化を実現しながら高品質オー

ディオを提供する、低電流/高インピーダンス・スピーカーの

ニーズが高まっています。また、高い出力効率、システム全体

の低発熱化/軽量化のために、AB級アンプをD級アンプに

置き換えるトレンドも自動車メーカーの間で広がっています。

すべての車種にわたって有望な新しいもう1つのオーディオ・

トレンドは、リモート・アンプというコンセプトです。車内に中

央オーディオ処理電子制御ユニットを設置して、処理された

オーディオ信号をスピーカーのそばに置かれたアンプに送信

することにより、効率、音質、電力分配を大幅に改善できます。
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スマート化する家庭

家庭のライフスタイルにおいても、新世代のコンシューマ・テ

クノロジーが変化をもたらしています。スマート・スピーカー

では、簡単な音声コマンドを使って、さまざまな音源からオー

ディオをストリームできます。スマート・スピーカーの普及に

伴い、各メーカーは同じオーディオ/音声機能を、ワイヤレス・

アクセス・ポイント、サウンドバー、スマート・サーモスタット、

スマート・ホーム・ハブ（画面を備えたものが増加）などの製

品にも追加しています。

増え続ける次世代スマート・ホーム機器の内部にデジタル・

アシスタントが内蔵されることで、設計上の問題も生じていま

す。もともと単一用途向けに作られているこれらのデバイス

をこれ以上大きくすることなく、オーディオ・ストリーミングや

バーチャル・アシスタンス用のハードウェアを内蔵しなければ

なりません。部屋全体を音で満たすようなオーディオを既存

設計に追加する場合には、スペースの制約や発熱などが問

題となる可能性があります。

しかしながら、スマート・ホーム機器のトレンドに追従し

て、オーディオ・アンプもスマート化しています。TIの

SmartAmp機能を使えば、設計者はスピーカーの能力を限

界まで発揮させ、サイクル単位の電流制御やサーマル・フォー

ルドバックなど、業界トップクラスの保護機能によってアンプ

とシステムを保護しながら、低音強調を実現できます。これ

らの機能は、家庭のあらゆる場所でスマート化/小型化する

オーディオ機器のトレンドを加速し続けています。

限界を広げるプロ・オーディオ

プロ・オーディオはアナログからデジタルへ急速に移行してい

ます。TIのBurr-Brownなどの高速データ・コンバータで作

成されたデータがこの移行をさらに加速しています。次世代

コンバータはアナログ信号をデジタル信号に遅延なしでリアル

タイム変換でき、遅延を意識させることなくギターやミキシン

グ・ボードで曲に直接にエフェクトを加えることができます。

また、ネットワーク・オーディオへのトレンドも拡大しています。

アナログ・オーディオの配信は、信号劣化や距離制限、およ

び信号の流れの各方向でチャネルごとに専用のケーブルと接

続が必要になるなど、さまざまな制限を受け、これらはシステ

ムのスケールアップとともに影響が大きくなります。

デジタル・オーディオ・ネットワークでは、ケーブリングの要

件が劇的に減少し、信号劣化が実質的になくなります。必要

なケーブル数が大幅に減り、システム構成の柔軟性も高いた

め、多チャネル化も可能になります。

企業ユーザは、会議、プレゼン、ポッドキャスト制作などの用

途にかかわらず、少なくとも自宅で聴いているのと同等のオー

ディオ品質を業務でも次第に期待するようになっています。

この目標に到達するための方法の1つが、統合型デジタル信

号処理（DSP)機能を使うことです。これはさまざまな音源（特

にスマート・スピーカー）からのオーディオをキャプチャ/処

理する強力なツールです。DSPのメリットには、オーディオ品

質改善のためのアクティブ・ノイズ・コントロール（不要な周

囲雑音の除去）、エコー・キャンセル、サウンド・エンハンス

メントなどがあります。

会議システムと組み合わせて使用されるインテリジェント・マ

イクロフォン・システムの出現は、TI Burr-Brownのオーディ

オ・アナログ/デジタル・コンバータにより可能になるもう1つ

の重要なトレンドです。インテリジェント・マイクロフォン・テ

クノロジーは室内の話者の人数と方向を自動的かつ連続的

に推定します。マイクロフォン・アレイは誰が話しているかの

判定が即座に可能で、話者に向いたマイクだけをオンにし、

他はオフにすることにより、過剰なノイズを低減します。

「スマート・ホーム機器の
トレンドに追従して、オー
ディオ・アンプもスマート
化しています。」
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従来の会議室に加えて他の場所を選択肢に追加しようとす

る企業が増えていますが、そのような場所や部屋を音声会議

のために配線するための費用は高額になることがあります。

現在、各ベンダは、やっかいな配線やコードが不要で、オン

ザフライで構成可能なワイヤレス・オーディオ・ソリューショ

ンにより、そのような需要に対応しています。

オーディオ・テクノロジーが進化を続ければ、従来の設計コ

ンセプトから解放される製品が増えるでしょう。例えば、サウ

ンドバーは最初、テレビのスリム化に伴いスペースが制限され

る中でも良好なオーディオ体験を達成する方法の1つとして普

及しました。今、メーカーは、精度の高いハイレゾリューショ

ン音楽を再生可能なワイヤレス・スピーカーや、家庭/企業内

のどこにでも置けるバッテリー駆動型ワイヤレス・サテライト・

スピーカーの設計のために、新たな取り組みを始めています。

最高のオーディオ

新しいテクノロジーがメディアや消費者の注目を集める時代

の中で、オーディオもまたこれまで以上に、人々の生活に対し

て数多くさまざまな方法で影響し続けていることを忘れない

でください。半導体は、設計者が素晴らしいオーディオ・テ

クノロジーのアイデアから商品化可能な製品を生み出すため

に欠かせない構成要素です。プロセッサ、アンプ、コンバー

タ、スイッチなど各種のデバイスが簡単に利用でき、目まぐる

しく更新されていることで、開発者は設計のサイクルを短縮

し、将来長期間にわたってイノベーションを継続させることが

可能です。

その他のリソース

TI Burr-Brownオーディオ・テクノロジーの詳細について

ご覧ください。

※プラットフォーム・バー、Burr-Brownは、テキサス・インスツルメンツの商標です。
※すべての商標および登録商標はそれぞれの所有者に帰属します。

http://www.tij.co.jp/ja-jp/audio-ic/overview.html#burr-brown
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